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連結注記表
連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称

連結子会社の数　　１社

会社の名称

JustSystems Canada Inc.

(2) 非連結子会社の概況

該当事項はありません。

２. 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３. 連結子会社の事業年度に関する事項

連結子会社の決算日は３月末日であります。

４. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

　その他有価証券

　　市場価格のない株式等以外のもの　 時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却

原価は移動平均法により算定）

　　市場価格のない株式等         　移動平均法による原価法

②棚卸資産の評価基準及び評価方法

主として総平均法による原価法 (貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定)

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産 定率法を採用しております。

ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設

備及び構築物については、定額法を採用しておりま

す。

なお、主な耐用年数は下記のとおりであります。

建物及び構築物 10～65年

工具器具備品 2～20年
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無形固定資産

ソフトウエア 市場販売目的のパッケージソフトウエア制作費につ

いては、見込販売可能期間（18ヶ月）における見込

販売数量に基づく償却額と見込販売可能期間に基づ

く定額償却額のいずれか大きい額により償却してお

ります。

自社利用ソフトウエアについては、社内における利

用可能期間（３～５年）に基づく定額法により償却

しております。

その他の無形固定資産 定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しております。

賞与引当金 従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額基準に

より計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準

サブスクリプション方式で商品・サービスを提供している事業によるストックビジネ

スについては、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断しており、役務を提供

する期間にわたり収益を認識しております。またパッケージ商品等の販売について

は、出荷時点で収益を認識しております。

(5) 退職給付に係る負債の計上基準

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資

産の見込額に基づき計上しております。数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生

時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として５年）による定額

法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他

の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。なお、退職給付

債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる方法

については、給付算定式基準によっております。

(6) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益

として処理しております。なお、在外連結子会社の資産、負債、収益及び費用は、決

算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調

整勘定に含めております。

５. 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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会計方針の変更に関する注記
　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に

移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識すること

といたしました。

　これにより、一部の取引について、出荷時に収益を認識しておりましたが、一定の期間にわた

り充足される履行義務については、収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しておりま

す。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積

的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を

適用しております。

　この結果、当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余

金の期首残高が８億85百万円減少しております。

　また、従来の方法に比べて、当連結会計年度の売上高が１億68百万円増加し、販売費及び一般

管理費が66百万円減少、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ２億35百万

円増加しております。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計

基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商

品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱

いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとい

たしました。これによる連結計算書類への影響はありません。

表示方法の変更に関する注記
　（連結貸借対照表）

　前連結会計年度まで区分掲記しておりました流動負債の「未払消費税等」は、金額的重要性が

乏しくなったため、当連結会計年度より、流動負債の「その他」に含めて表示しております。

　なお、前連結会計年度の「未払消費税等」は775百万円であります。
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（単位：百万円）

担保に供している資産 担保権によって担保されている債務

種　類 期末帳簿価額 担保権の種類 内　容 期末残高

建　物 2,223 根抵当権
当座借越 －（注）

土　地 3,409 根抵当権

計 5,633 － 計 －

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普 通 株 式 64,224,800株 － － 64,224,800株

決議 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2021年６月24日

定時株主総会
普通株式 513 8 2021年３月31日  2021年６月25日

2021年11月11日

取締役会
普通株式 513 8  2021年９月30日  2021年12月３日

決議予定 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 513 8

2022年

３月31日

2022年

６月27日

連結貸借対照表関係注記
担保に供している資産

（注）建物及び土地に対応する債務残高はありません。

連結株主資本等変動計算書関係注記
１. 当連結会計年度末における発行済株式総数

２. 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　(1)配当金支払額

　(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になる
もの

３. 当連結会計年度末日における新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
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連結貸借対照表
計上額

時価 差額

有価証券 5,000 4,986 △13

投資有価証券(注2) 10 10 －

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 14

金融商品に関する注記
１. 金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的で安全性の高い金融資産に限定しております。

２. 金融商品の時価等に関する事項

2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと

おりです。
（単位：百万円）

（注）1. 現金及び預金、受取手形及び売掛金、買掛金、未払金、未払法人税等については、短期

間で決済されるため、時価が帳簿価額に近似することから記載を省略しております。

2. 市場価格のない株式等は、投資有価証券には含まれておりません。当該金融商品の連

結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

3. 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形

成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット

以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイン

プットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が も低いレベルに

時価を分類しております。

　有価証券

　当社が保有している満期保有目的の債券は、市場での取引頻度が低く、活発な市場に

おける相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しておりま

す。

　投資有価証券

　上場株式は取引所の価格を用いて評価しております。これらは活発な市場で取引され

ているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
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売上高

ストックビジネス 31,092

上記以外 10,584

計 41,676

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高) 3,056

顧客との契約から生じた債権(期末残高) 2,537

契約負債(期首残高) 6,719

契約負債(期末残高) 8,319

収益認識に関する注記
１. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

２. 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 ４.会計方針に関する

事項 (4)収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３. 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報

　(1)契約負債の残高等

（単位：百万円）

　　契約負債は主に顧客からの前受収益に関連するものであります。契約負債は、収益の認識に

伴い取り崩されます。

　　当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、

6,284百万円であります。また、当連結会計年度において、契約負債が増加した主な理由は会

計方針の変更等によるものであります。

　(2)残存履行義務に配分した取引価格

　　実務上の便法を適用し、注記を省略した取引を除き、当連結会計年度末における残存履行義

務に配分した取引価格の総額に重要性はありません。

　　なお、契約負債のうち、約９割が１年以内に収益として認識されると見込んでおります。
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１. １株当たり純資産額 1,110円18銭

２. １株当たり当期純利益 189円42銭

連結損益計算書上の親会社株主に帰属する当期純利益 12,165百万円

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 12,165百万円

普通株式の期中平均株式数 64,223,994株

１株当たり情報に関する注記

１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記
１. 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）

関係会社株式 移動平均法による原価法

その他有価証券

　市場価格のない株式等以外のもの　時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）

　市場価格のない株式等 　移動平均法による原価法

２. 棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品、製品、原材料（主要材料） 総平均法による原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）

原材料(副材料)、貯蔵品 終仕入原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）

３. 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 定率法を採用しております。

ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設

備及び構築物については、定額法を採用しておりま

す。

なお、主な耐用年数は下記のとおりであります。

建物　　　　　　　10～65年

構築物　　　　　　10～60年

工具器具備品　　　２～20年

無形固定資産

ソフトウエア 市場販売目的のパッケージソフトウエア制作費につい

ては、見込販売可能期間（18ヶ月）における見込販売

数量に基づく償却額と見込販売可能期間に基づく定額

償却額のいずれか大きい額により償却しております。

自社利用ソフトウエアについては、社内における利用

可能期間（３～５年）に基づく定額法により償却して

おります。

長期前払費用 定額法を採用しております。
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４. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益と

して処理しております。

５. 引当金の計上基準

貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。

賞与引当金 従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額基準によ

り計上しております。

退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末におけ

る退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（主として

５年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生

の翌事業年度から費用処理しております。

なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額

を当事業年度までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

関係会社事業損失引当金 関係会社の事業損失に備えるため、当社が負担するも

のと見込まれる金額を計上しております。

６. 収益及び費用の計上基準

サブスクリプション方式で商品・サービスを提供している事業によるストックビジネスに

ついては、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断しており、役務を提供する期間

にわたり収益を認識しております。またパッケージ商品等の販売については、出荷時点で

収益を認識しております。

７. 退職給付に係る会計処理

退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理方法は、連結計算書類におけるこれら

の会計処理方法と異なっております。

８. 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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会計方針の変更に関する注記
　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基

準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転

した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとい

たしました。

　これにより、一部の取引について、出荷時に収益を認識しておりましたが、一定の期間にわた

り充足される履行義務については、収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更しておりま

す。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影

響額を、当事業年度の期首の繰越利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用

しております。

　この結果、当事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、繰越利益剰余

金の期首残高が８億85百万円減少しております。

　また、従来の方法に比べて、当事業年度の売上高が１億68百万円増加し、販売費及び一般管理

費が66百万円減少、営業利益、経常利益及び税引前当期純利益がそれぞれ２億35百万円増加して

おります。

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計

基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に

関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに

従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたし

ました。これによる計算書類への影響はありません。

表示方法の変更に関する注記
　（貸借対照表）

　前事業年度まで区分掲記しておりました流動負債の「未払消費税等」は、金額的重要性が乏し

くなったため、当事業年度より、流動負債の「その他」に含めて表示しております。

　なお、前事業年度の「未払消費税等」は775百万円であります。
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１. 有形固定資産の減価償却累計額 8,414百万円

担保に供している資産 担保権によって担保されている債務

種　類 期末帳簿価額 担保権の種類 内　容 期末残高

建　物 2,223 根抵当権

当座借越 －（注）

土　地 3,409 根抵当権

計 5,633 － 計 －

営業取引

　売上高 15百万円

営業取引以外 0百万円

当事業年度末における自己株式数 普通株式 845株

貸借対照表関係注記

２. 担保に供している資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

（注）建物及び土地に対応する債務残高はありません。

損益計算書関係注記

関係会社との取引高

株主資本等変動計算書関係注記
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賞与引当金 175百万円

未払事業税・事業所税 157百万円

棚卸資産 74百万円

無形固定資産 80百万円

退職給付引当金 31百万円

関係会社事業損失引当金 64百万円

有形固定資産 42百万円

投資有価証券評価損 10百万円

貸倒引当金繰入超過額 69百万円

その他 135百万円

繰延税金資産小計 842百万円

評価性引当額 △234百万円

繰延税金資産合計 607百万円

その他有価証券評価差額金 △2百万円

その他 △3百万円

繰延税金負債合計 △5百万円

繰延税金資産の純額 601百万円

法定実効税率 30.6％

住民税均等割 0.1％

評価性引当額 △0.2％

税額控除 △0.5％

その他 △0.2％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 29.8％

税効果会計に関する注記

１. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債

２. 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当

該差異の原因となった主要な項目別の内訳

（調整）
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退職給付債務 △710百万円

年金資産 606百万円

未積立退職給付債務 △104百万円

未認識数理計算上の差異 9百万円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △94百万円

退職給付引当金 △104百万円

前払年金費用 10百万円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △94百万円

勤務費用 87百万円

利息費用 3百万円

期待運用収益 △7百万円

数理計算上の差異の費用処理額 △0百万円

退職給付費用計 82百万円

割引率 0.6％

長期期待運用収益率 1.2％

退職給付見込額の期間配分方法 給付算定式基準

数理計算上の差異の処理年数（翌事業年度より費用処理） ５年

退職給付関係注記
１. 退職給付債務及びその内訳

２. 退職給付費用の内訳

３. 退職給付債務等の計算の基礎
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属性 会社等の名称 住所

資 本 金

又 　 は

出 資 金

事 業 の

内 容

又は職業

議 決 権

等 の 所

有(被所

有)割合

関係内容

取引の

内容

取 引

金 額
科目 期 末 残 高役 員

の 兼

任 等

事 業 上

の 関 係

子会社
JustSystems

Canada Inc.

カナダ
バンクー
バー市

10百万C$

ソフトウ

エアの開

発・販売

100.0% １ なし

資金の

貸 付
－

長　期

貸付金
214

利息の

受 取
0 　－ －

１. １株当たり純資産額 1,108円88銭

２. １株当たり当期純利益 188円80銭

損益計算書上の当期純利益 12,125百万円

普通株式に係る当期純利益 12,125百万円

普通株式の期中平均株式数 64,223,994株

関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

（単位：百万円）

（注） 1. 取引条件及び取引条件の決定方針等

資金の貸付については、市場金利を勘案して交渉のうえ、利息を決定しております。

2. 上記の関係会社に対し、当社が負担すると見込まれる事業に係る損失額につき、関係

会社事業損失引当金を計上しております。なお、当事業年度末の残高は210百万円で

あります。

収益認識に関する注記
　 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

「重要な会計方針に係る事項に関する注記　６.収益及び費用の計上基準」に記載のとおり

であります。

１株当たり情報に関する注記

１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。
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